
令和７年度 相生市教育支援センターだより                令和 8年 2月 3日   第 83号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 住所 相生市緑ヶ丘 4丁目 5-5 
電話  0791-23-5070  
FAX  0791-22-7211 
E-mail  ikusei-aioi@nifty.com 

◆第4５回相生市青少年健全育成市民大会を開催しました。 
 (令和８年 1月 2５日(日) 相生市文化会館 なぎさホールにて) 

 

今年も相生高校・相生産業高校の生
徒 8 名が大会スタッフとして参加
してくれました。 
司会の水上さん、宮内さん。 
受付や表彰補助をしてくれた栗田
さん、藤本さん、中西さん、藤村さ
ん、髙野さん、平山さん。 
アンケート回収もしてくれました。 
大会の雰囲気がとてもやわらぎま
した。 
ありがとうございました。 

私はこの仕事に就くまで、「親の子どもへ
の愛は無償の愛」だと思っていました。けれ
ど、たくさんの子どもたちの話を聞くうちに
「違う」と思うようになりました。 
 親の子どもへの愛は意外と条件付きです。
余裕があって環境が整っていれば優しい親
でいられます。でもそうじゃなかったら、子ども
を冷たくあしらう親も結構いるのです。 
 でも子どもは違います。どんな親でも自分
の親が誰よりも一番で、自分の親が喜んでく
れることを、笑ってくれることを、安心してくれ
ることを願いながら小さな心で必死に生きて
います。 
「子どもの親への愛こそが無償の愛」だと私
は思うようになりました。 
 
 
子育ては親だけに重圧をかけてはいけま

せん。社会や地域全体で子どもを育てていく
という意識や環境が大事です。 
ですから、なるべく地域の大人たちは、機会
を見つけて子どもたちとハイタッチや、目と目
を合わせてあいさつをして、子どもたちの名
前をたくさん呼んであげてほしいと思います。 
プラスの関わりをたくさん心がけていただき
たいです。 

記念講演  「生まれてきてくれてありがとう～少年相談の現場から～」  堀井 智帆さん  
 

挨拶運動表彰 少年非行の概況

運動表彰 



                     神戸新聞社論説副委員長  長沼 隆之 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 集団は簡単に悪い状態になることがあります。生徒や保護者、もしくはその両方が、思い通りにな
らないことがあって自分勝手な主張をするだけで、先生の主導権が奪われ、集団が「悪いことをする
のが当たり前」の状態になってしまう。その様な生徒や保護者とも良い関係をつくって、悪い状況に
ならないようにしなければならないのです。 
 また学校が、学校の方針として、「荒れた学校、すさんだ学校にしない」ことを優先せず、逆に「先
生のための方針」になってしまっても、集団は悪くなります。学校を「荒れさせない」「すさんだ学校
にしない」と願う先生がいくら頑張っても学校の方針が生徒の気持ちから遠く離れてしまっては、ど
うしようもない。先生はやはり、集団を劣悪な環境にしてはいけないという責任感を持って、生徒を
育てていかなければならないのです。そういう先生が増えてくると学校は必ず良くなっていきます。 
 悪いことは叱る。良いことは褒める。常に生徒のためになることは何かを考える。そして、そのことを
伝え、みんなで良い集団をつくっていこうと呼びかける。 当たり前のことをきちんとやっていれば、生徒は必ず
理解を示してくれるし、つまり、当たり前のことをきちんとしていけば、無理な努力をしなくても「その先生の人
気」や信頼は、自然と上がっていくのです。 
 
 
  

「みんなで良い集団をつくる」 「なぜかきらわれない生徒指導」 (前 哲央著 東洋館出版社)より抜粋 

 

作
家
の
司
馬
遼
太
郎
さ
ん
が

亡
く
な
っ
て
、
今
年
で
30

年
に

な
る
。
数
々
の
著
作
や
講
演
、
対

談
な
ど
で
残
さ
れ
た
司
馬
さ
ん

の
言
葉
は
、
い
ま
も
多
く
の
人
々

の
心
に
刻
ま
れ
、
生
き
続
け
て
い

る
。 

 

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
読
み
返

し
た
く
な
る
名
文
が
あ
る
。
神
戸

の
タ
ウ
ン
誌
「
月
刊
神
戸
っ
子
」

の
１
９
９
５
年
２
・
３
月
合
併

号
。
同
年
１
月
17

日
に
発
生
し

た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
後
に
発

行
さ
れ
た
こ
の
号
に
、
司
馬
さ
ん

は
編
集
者
の
依
頼
を
受
け
、
「
世

界
に
一
つ
の
神
戸
」
と
題
す
る
一

文
を
寄
稿
し
た
。 

 

震
災
当
時
、
司
馬
さ
ん
は
大
阪

に
い
た
。
「
連
日
、
神
戸
の
惨
禍

の
報
道
に
漬
か
っ
て
い
て
、
自
分

が
被
災
者
で
な
い
こ
と
が
申
し

訳
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
い
た
」

と
つ
づ
る
。
被
災
地
の
様
子
に
胸

を
痛
め
つ
つ
、
人
々
の
表
情
に
司

馬
さ
ん
は
感
動
し
続
け
た
の
だ

と
い
う
。 

 

「
家
族
を
な
く
し
た
り
、
家
を

う
し
な
っ
た
り
、
途
方
に
暮
れ
る

状
態
で
あ
り
な
が
ら
、
ひ
と
び
と

は
平
常
の
表
情
を
う
し
な
わ
ず
、

た
が
い
に
た
す
け
あ
い
、
わ
ず
か

な
救
援
に
、
救
援
者
が
恥
じ
入
る

ほ
ど
に
感
謝
を
す
る
人
も
多
か
っ

た
」 

 

尊
厳
を
失
う
こ
と
な
く
、
懸
命

に
生
き
た
人
々
へ
の
痛
切
な
思

い
と
愛
を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
、
ど
れ
ほ
ど
励
ま
さ
れ
た
こ 

と
か
。
私
自
身
、
こ
の
文
章
を
目
に

し
た
と
き
、
言
霊
の
す
ご
み
を
感

じ
た
。
何
度
読
ん
で
も
胸
が
熱
く

な
る
。 

 

震
災
翌
年
の
２
月
12

日
、
司
馬

さ
ん
は
被
災
地
の
復
興
を
見
届

け
る
こ
と
な
く
、
こ
の
世
を
去
る
。 

 

「
や
さ
し
い
心
根
の
上
に
立
っ
た

美
し
い
神
戸
が
、
世
界
に
た
だ
一

つ
の
神
戸
が
、
き
っ
と
こ
の
灰
塵
の

中
か
ら
う
ま
れ
て
く
る
」 

 

「
あ
の
日
」
か
ら
31

年
。
神
戸
の

街
は
大
き
く
変
貌
し
、
当
時
を
知

ら
な
い
市
民
も
増
え
た
。
文
末
に

記
さ
れ
た
言
葉
通
り
の
街
に
な

る
こ
と
が
で
き
た
か
。
も
し
司
馬

さ
ん
が
生
き
て
い
た
ら
、
ど
う
書

く
の
だ
ろ
う 

（神戸新聞 2026/1/15日号 「日々小論」より） 

 「司馬さんと大震災」  

※一人で抱えこまず、お気軽にご相談ください。 
※問題に立ち向かうための元気づけ、勇気づけができればと思っています。 

友達に言えないこと、 
両親に言えないこと、 
先生にも言えないこと、 
ひとりで悩んでいないで、 
気軽に電話してください。 
小・中・高校生・保護者 
ご家族の皆さんもどうぞ。 


